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９月３日（日）総合防災訓練の日

～今回は大地震を想定した震災訓練を実施します～
　昨年度から、総合防災訓練は震災訓練と風水害訓練を交互に隔年で実施することとしています。

　今年の総合防災訓練では、大地震を想定した震災訓練を行います。

　９月３日（日）の訓練当日、午前７時１５分に多摩西部直下地震（東京都の被害想定による）が発生

し、奥多摩町でも震度６弱を観測したという想定で行います。

　当日は、防災行政無線により、７時１５分に「緊急地震速報」の訓練放送を行います。これに合わせ、

各ご家庭で、緊急地震速報の際にどう行動するか、訓練をしてください。

　また、７時２０分に「発災合図」の放送を行いますので、住民のみなさんは、７時３０分から避難訓

練を開始し、各自治会の訓練計画にしたがって訓練に参加してください。

＊訓練時間の異なる自治会もありますので、ご注意ください。

※問い合わせは、総務課　☎８３－２３４９

内閣府「地震防災対策の現状調査 住民向けアンケート」
回答のお願い

　地震防災対策では、減災目標の達成を目指し、地域の特性に応じて、全国で対策が進められています。

　このたび内閣府では、今後の防災対策に向けて、みなさんの声を反映させるため避難意識などに関す

る調査を実施しています。ひとりでも多くの方にご回答いただきたく、ぜひご意見をお聞かせください。

　ご協力のほどよろしくお願いいたします。

〔回答フォームＵＲＬ〕　https://en.surece.co.jp/kaiko2023/

〔実施期間〕　８月３１日（木）終了予定

＊回答の際は、以下の点にご注意ください。

　・回答は１人１回限りとなります。

　・回答の途中で、回答状況を一時保存することはできません。

　・選択式の設問は該当する選択肢をチェックしてください。

　　また、記述式の設問は可能な限り具体的にご回答してください。

　・お答えいただいた内容は、個人が特定できないようとりまとめた後、今後の防災対策の検討に

　　活用されます。

空家等活用促進事業交付金について
　　町内において空家になる予定の土地建物を所有の方や、空家や空地などの管理などが負担になって

　いる方のご相談を受け付けております。

　　また、空家の活用に対し「奥多摩町空家等促進事業交付金」の制度があります。

　〔奥多摩町空家等促進事業交付金〕

　　・町に寄付した場合　最大２００万円

　　・空家バンクなどに登録した場合　１０万円から７５万円

　　・空家の解体を行った場合　最大５０万円

　　＊空家などを寄付していただく、空家バンクに登録される場合などは、一定の条件がありますが、　

　　　お気軽にご相談ください。

　※問い合わせは、若者定住推進課　☎８３－２３１０
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～いざというとき冷静に行動できるよう、日頃から準備をしておきましょう～

　この時の地震は、マグニチュード７．９と推定され、地震に伴い発生

した火災などにより、約１０万５千人の方が命を落としました。

　ここ最近、全国で地震が相次いでおり、今年の５月には、石川県で震度６強、鹿児島県および千葉県

で震度５、東京都でも島しょ部で震度５弱を観測しており、１か月で震度４以上の地震が１７回発生し

ています。

　東京都による「首都直下地震等による東京の被害想定」では、マグニチュード７．３規模の首都直下

地震（多摩地域を震源とするものも含む）が３０年以内に７０％の確率で発生するとされており、奥多

摩町でもいつ大地震が発生してもおかしくありません。

　大地震が発生したときの行動や避難について、また、家具の固定などの安全対策、備蓄や非常持ち出

し品などについて、ご家庭内や地域で日頃から話しあい、備えておきましょう。

◎防災行政無線（Ｊアラート）による緊急地震速報について

　奥多摩町で震度５弱以上の地震発生が予測された場合、防災行政無線（Ｊアラート）により、緊急地

震速報が自動音声で「（チャイム）大地震です。大地震です。」と流れます。緊急地震速報が流れてから、

地震の強い揺れが来るまでの時間は、数秒から数十秒しかありません。その短い間に、身を守るための

行動を取る必要があります。

◎大地震が発生したときは、すぐに身を守る行動を

　【家の中では】

　　頭を保護しながら、大きな家具から離れ、丈夫な机の下などに隠れる。揺れがおさまるまでは、

　あわてて外へ飛び出さない。避難路確保のため玄関などの扉を開ける。もし可能ならば火の始末、

　火元から離れている場合は無理して火元に近づかない。

　【屋外にいるときは】

　　ブロック塀や自動販売機など倒れてきそうなものから離れる。看板、割れた窓ガラスの破片が

　落下することがあるので建物の周囲から急いで離れる。

　【山やがけ付近にいるときは】

　　落石やがけ崩れが発生しそうな場所から急いで離れる。

　【自動車運転中のときは】

　　あわててスピードを落とさず、ハザードランプを点灯させながら徐行し、周囲の状況を確認し

　て道路左側に停車させる。エンジンを止め揺れがおさまるまで車内で待ち、揺れがおさまったら、

　ドアをロックせずキーをつけたまま車外に出て、安全な場所へ避難する。

　【電車・バスに乗車中のときは】

　　つり革、手すりなどにしっかりつかまり、車外に投げ出されないように気を付けるとともに、

　車掌または誘導員の指示に従う。

　

　＊これらは、状況によっては、すべてが１００％正解であるとは限りません。

　　もし、ご自身が普段いる場所で大地震が発生したらと想像し、いざというとき冷静に行動できるよ

　　う、日頃から考え、備えておくことが大切です。

　今年は、１９２３年（大正１２年）９月１日に発生した関東大震災から、

１００年の節目に当たります。
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　＊これらは、状況によっては、すべてが１００％正解であるとは限りません。

　　もし、ご自身が普段いる場所で大地震が発生したらと想像し、いざというとき冷静に行動できるよ

　　う、日頃から考え、備えておくことが大切です。

　今年は、１９２３年（大正１２年）９月１日に発生した関東大震災から、

１００年の節目に当たります。

8

１

　３

　５

　
　８

　10

　
　13

　15

　
　18

　20

　
　23

　25

　
　28

　30

　
　33

　35

　
　38

　40

　
　43

　45

　
　48

　50

　
　53

　55

　
　58

　60

　62

No.836 令和 5年 8月 5日広 報 お く た ま

大地震が発生したら

大
地
震
が
発
生
し
た
ら

～いざというとき冷静に行動できるよう、日頃から準備をしておきましょう～

　この時の地震は、マグニチュード７．９と推定され、地震に伴い発生

した火災などにより、約１０万５千人の方が命を落としました。

　ここ最近、全国で地震が相次いでおり、今年の５月には、石川県で震度６強、鹿児島県および千葉県

で震度５、東京都でも島しょ部で震度５弱を観測しており、１か月で震度４以上の地震が１７回発生し

ています。

　東京都による「首都直下地震等による東京の被害想定」では、マグニチュード７．３規模の首都直下

地震（多摩地域を震源とするものも含む）が３０年以内に７０％の確率で発生するとされており、奥多

摩町でもいつ大地震が発生してもおかしくありません。

　大地震が発生したときの行動や避難について、また、家具の固定などの安全対策、備蓄や非常持ち出

し品などについて、ご家庭内や地域で日頃から話しあい、備えておきましょう。

◎防災行政無線（Ｊアラート）による緊急地震速報について

　奥多摩町で震度５弱以上の地震発生が予測された場合、防災行政無線（Ｊアラート）により、緊急地

震速報が自動音声で「（チャイム）大地震です。大地震です。」と流れます。緊急地震速報が流れてから、

地震の強い揺れが来るまでの時間は、数秒から数十秒しかありません。その短い間に、身を守るための

行動を取る必要があります。

◎大地震が発生したときは、すぐに身を守る行動を

　【家の中では】

　　頭を保護しながら、大きな家具から離れ、丈夫な机の下などに隠れる。揺れがおさまるまでは、

　あわてて外へ飛び出さない。避難路確保のため玄関などの扉を開ける。もし可能ならば火の始末、

　火元から離れている場合は無理して火元に近づかない。

　【屋外にいるときは】

　　ブロック塀や自動販売機など倒れてきそうなものから離れる。看板、割れた窓ガラスの破片が

　落下することがあるので建物の周囲から急いで離れる。

　【山やがけ付近にいるときは】

　　落石やがけ崩れが発生しそうな場所から急いで離れる。

　【自動車運転中のときは】

　　あわててスピードを落とさず、ハザードランプを点灯させながら徐行し、周囲の状況を確認し

　て道路左側に停車させる。エンジンを止め揺れがおさまるまで車内で待ち、揺れがおさまったら、

　ドアをロックせずキーをつけたまま車外に出て、安全な場所へ避難する。

　【電車・バスに乗車中のときは】

　　つり革、手すりなどにしっかりつかまり、車外に投げ出されないように気を付けるとともに、

　車掌または誘導員の指示に従う。

　

　＊これらは、状況によっては、すべてが１００％正解であるとは限りません。

　　もし、ご自身が普段いる場所で大地震が発生したらと想像し、いざというとき冷静に行動できるよ

　　う、日頃から考え、備えておくことが大切です。

　今年は、１９２３年（大正１２年）９月１日に発生した関東大震災から、

１００年の節目に当たります。


